
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

        

  

日 時   １０月２９日（土）午前１０時～１２時 

会 場   鶴瀬公民館 第３集会室 

講 師   富士見市社会福祉協議会 地域福祉グループ 

          鈴山 将史氏 

上村 かおり氏   

受講生数  １６名 

 

 

講義内容 

① 社会福祉協議会（以下：社協）って何？ 

・「福祉」 

・支え合う必要 

② 個別支援と地域支援 

③ 実践編 

  

 

 

 

 

講 師   鈴山 将 史氏 

上村 かおり氏 



１．社協についてのそもそものはなし         講師 鈴山将史氏 

 （１）社会福祉法人とは 

 

   社会福祉法に定義されている。社会福祉事業を行うことを目的 

  第１種（行政・社会福祉法人）と第２種（民間） 

   

 社会福祉協議会は、地域福祉の推進をしている民間団体です。 

 

  （２）富士見市社会福祉協議会の理念は誰もが人として尊重され、安心し 

て暮らせる街富士見市を目指しています。エッセンスの紹介があった。 

 

  事業としては地域福祉事業、介護保険事業   ↓ 

 その他 公益事業、収益事業      支え合い地域 仕組みの説明 

 

２．支え合う、助け合う必要性 

 

１９９５年に発生した阪神淡路大震災で１３８万人のボランテイアが集まった。ボラン

テイア元年といわれた。 

 

 「皆さんは漫画パーマンをご存じですか？」 

 人に知られず、人助けに励み、くたくたで休めないパーマンはつらいよ。 

  

 助け合い、支え合っている→理由もなく助け合わずにはいられない ,              

居ても立っても居られない 

 互いに支え合う→相手がいるから支えられる 

 

  また東日本大震災では「泥を見るな、人を見よ」 

 ボランテイアは泥かきを早くしたいと思

いがちだが、残すものを残し、被災 

者に寄り添うことが肝心だという言葉。 

 

さらに障碍者が「１０人に声掛けをす

ると９人までは応じてくれますよ」 

  と話をしてくれた。捨てたものではない。 

 

  

  



「あなたはどうですか？」質問に 

    ２３％…頼まれても困る 

    ５％…断る 

    ７２％…頼まれたら関わる 

 

  「あなたは困ったときは助けを求めることができるか」 

    ３～５％…できる 

    ９０％以上……できない。躊躇、人に迷惑をかけたくない。 

   「あなたのおつきあいの流儀は？」 

    ７２％以上…助けるのはよいが助けられるのは厭、恥これが日本人のお付き合いの

流儀 

    助ける側は他人にお節介、こじ開け、助けを求める側は自分をオープンに、声を出

し、迷惑をかける。助けられ上手になろう。 

    （巻末 別紙「あなたのおつき合いの流儀は？」参照） 

 

 日本の人口 

  総人口  １億２５３０万９千人（２０２２年１月１日現在） 

   １５歳未満  １４７１万８千人 

   １５～６４歳 ７４３７万５千人 

   ６５歳以上  ３６２１万５千人 

  合計特殊出生率と日本の人口の椎移  資料別表参照 

  

 ２０６５年 どのような困りごとが増えるか 

 

３．個別支援と地域支援 

  総人口  ８８０８万人 

   ６５歳以上  ３３８１万人 

 ＜比較 参考＞ 

 １９５５年 

  総人口   ８９２７万人 

   ６５歳以上  ３３８万人   集合住宅 

                  サザエさん的家族構成 

 社会状況は 

  テレワーク、さらにインターネットの普及 

  コンパクトシティ 

  高齢化、独居化が進行：運転している人がいない   

救急車の出動回数の大幅増→救急搬送の対応ができない 

 



 暮らしづらさ、困ったときに支援してもらえる関係性 個別支援 

お互いさまの地域づくり 地域支援 

  同じような生活課題を抱える当事者の組織化、サロンや懇談会、フォーラ 

ム等＝プラットフォーム←集まることで生まれる 

集まりを生み出す仕掛けづくり→社会福祉協議会 

 

講座配布資料（サマリー） 
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実践編                講師 上村 かおり氏 

 支え合う地域づくり どうすればよいの？ 

  さあ、質問です。（写真）同じ時間に犬の散歩をしている女性グループにつ 

いて 支え合っている地域はどっち？  Ａ地域とＢ地域の３例 

  つながりから生まれるもの⇒地域には素敵なつながりがたくさんあります。 

 

  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 



 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 



 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

巻末 別紙 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 



 
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

報告  加藤久美子 


